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周
谷
城
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教
育
思
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と
時
代
思
潮
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は
じ
め
に
周
谷
城
（
一
八
九
八
～
一
九
九
六
）
は
、
湖
南
省
益
陽
県
出
身
で
二
〇
世
紀
の
中
国
を
生
き
た
学
者
で
あ
り
、
そ
の
研
究
分
野
は
歴
史
学
を
中
心
に
美
学
・
社
会
学
・
政
治
学
・
経
済
学
・
教
育
学
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
民
主
党
派
で
あ
る
中
国
農
工
民
主
党
の
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
上
海
市
人
民
政
府
委
員
、
上
海
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
主
任
兼
文
教
委
員
会
主
任
、
上
海
市
政
治
協
商
会
議
副
主
席
を
歴
任
す
る
な
ど
上
海
を
舞
台
と
し
て
活
動
し
、
第
一
・
二
・
三
・
五
回
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表
、
第
六
・
七
回
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
委
員
長
兼
教
育
科
学
文
化
衛
生
委
員
会
主
任
委
員
、
第
五
回
政
治
協
商
会
議
常
務
委
員
を
歴
任
し
た
政
治
家
で
も
あ
っ
た
。
周
谷
城
に
関
す
る
最
近
の
研
究
書
で
あ
る
『
周
谷
城
伝
』
は
、『
中
国
通
史
』
や
『
世
界
通
史
』
を
著
し
た
歴
史
家
と
し
て
の
周
谷
城
の
分
析
を
重
視
し
て
い
る
が
、
一
方
で
教
育
思
想
家
と
し
て
の
分
析
に
は
さ
ら
な
る
深
化
を
必
要
と
す
る
部
分
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
七
〇
年
を
超
え
る
か
れ
の
研
究
と
教
育
の
特
色
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
情
況
と
の
関
係
か
ら
分
析
す
る
試
み
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
時
代
を
追
っ
て
見
れ
ば
、
ま
ず
周
谷
城
が
青
年
時
代
に
新
文
化
運
動
の
影
響
下
で
お
こ
な
っ
た
孔
子
に
対
す
る
評
価
が
持
つ
意
味
の
考
察
で
あ
る
。
次
い
で
一
九
二
〇
年
代
後
半
『
教
育
雑
誌
』
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
教
育
界
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
そ
の
改
善
を
主
張
し
た
思
想
と
行
動
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
毛
沢
東
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
中
国
共
産
党
に
入
党
せ
ず
、
第
三
勢
力
の
一
つ
で
あ
る
中
国
農
工
民
主
党
の
指
導
者
と
し
て
教
育
界
に
も
提
言
を
続
け
た
意
味
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
う
（
１
）
（
２
）
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し
た
基
本
方
針
を
も
っ
て
、
か
れ
の
教
育
に
関
わ
る
論
考
を
集
め
た
『
周
谷
城
教
育
文
集
』
を
主
と
し
て
利
用
し
、
分
析
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
一
、
周
谷
城
の
孔
子
観
と
『
教
育
雑
誌
』
周
谷
城
の
自
伝
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
五
年
に
周
氏
族
立
両
等
小
学
に
入
学
し
た
が
、「
奏
定
学
堂
章
程
」
が
成
立
す
る
な
ど
学
制
が
大
き
く
転
換
し
た
時
期
で
、
一
族
の
中
の
旧
派
は
経
・
史
・
子
や
古
文
釈
義
の
学
習
を
強
調
し
、
新
派
は
国
文
・
英
文
・
算
学
・
物
理
・
化
学
な
ど
を
学
ぶ
よ
う
に
主
張
し
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
書
籍
も
機
器
も
試
験
制
度
な
ど
も
な
く
、
新
旧
い
ず
れ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
か
れ
は
農
繁
期
に
は
家
に
帰
っ
て
農
業
を
手
伝
い
、
学
校
で
は
英
文
・
国
文
・
歴
史
以
外
の
も
の
は
何
も
学
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
回
想
し
つ
つ
も
周
は
古
典
の
学
習
を
怠
ら
ず
、
十
三
経
の
中
で
は
『
詩
経
』『
書
経
』『
易
経
』『
周
礼
』『
礼
記
』
の
他
に
『
公
羊
伝
』
と
『
左
氏
伝
』
の
一
部
、『
論
語
』『
孟
子
』『
孝
経
』
を
読
み
、『
儀
礼
』『
穀
梁
伝
』『
爾
雅
』
は
読
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
一
三
年
に
は
湖
南
省
立
第
一
中
学
に
入
学
し
て
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
多
く
の
知
識
を
得
た
が
、
か
れ
自
ら
「
中
学
の
課
程
は
す
こ
ぶ
る
整
っ
て
お
り
、
喜
ん
で
英
文
を
学
び
、
英
語
学
会
を
組
織
し
て
、
自
ら
会
長
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
一
七
年
に
は
現
在
の
北
京
師
範
大
学
の
前
身
で
あ
る
北
京
高
等
師
範
学
校
に
合
格
し
て
入
学
し
た
。
本
来
は
北
京
大
学
に
出
願
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
家
が
貧
し
く
入
学
に
必
要
な
金
額
を
捻
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
の
目
標
変
更
で
あ
っ
た
。
こ
の
北
京
高
師
在
学
中
に
か
れ
は
五
四
運
動
を
経
験
す
る
。
そ
の
と
き
は
中
国
政
府
の
パ
リ
講
和
条
約
締
結
に
反
対
す
る
天
安
門
広
場
で
の
抗
議
集
会
に
参
加
し
た
他
の
学
生
と
同
様
に
、
小
旗
を
持
っ
て
愛
国
を
叫
ぶ
大
衆
の
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
運
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
翌
一
九
二
〇
年
に
は
清
華
大
学
と
の
弁
論
大
会
に
北
京
高
師
を
代
表
し
て
陳
兼
善
・
何
世
方
と
い
う
二
人
の
学
生
を
伴
っ
て
参
加
し
た
。
周
自
身
は
知
識
階
級
の
存
在
を
め
ぐ
る
こ
の
論
戦
に
勝
利
し
た
と
確
信
し
て
い
た
が
、
審
判
長
の
胡
適
が
北
京
高
師
の
敗
北
を
宣
言
し
た
た
め
以
後
胡
適
と
の
対
立
を
深
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
結
果
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
経
験
は
周
の
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）
（
８
）
（
９
）
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政
治
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
二
一
年
春
、
周
谷
城
は
北
京
高
師
を
卒
業
し
、
湖
南
第
一
師
範
の
教
員
と
し
て
出
身
地
で
あ
る
湖
南
省
に
赴
任
し
た
。
こ
の
と
き
倫
理
学
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を
著
し
、
そ
こ
で
「
平
民
の
精
神
は
日
々
進
歩
し
て
い
る
。
…
…
大
多
数
の
貧
苦
の
人
は
貴
族
の
美
徳
を
表
現
す
る
具
と
な
っ
て
い
る
」と
す
る
階
級
観
を
示
し
て
い
る
。こ
う
し
た
観
点
は
か
れ
の
孔
子
観
に
も
反
映
し
て
い
る
。一
九
二
七
年
九
月
、
か
れ
は
「
孔
子
的
政
治
学
説
及
其
演
化
」
を
著
し
た
。
こ
れ
よ
り
一
〇
年
余
り
前
か
ら
新
文
化
運
動
が
は
じ
ま
り
、「
打
倒
孔
家
店
運
動
」
と
い
う
形
で
孔
子
と
儒
教
の
批
判
運
動
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
陳
独
秀
は
「
孔
子
之
道
与
現
代
生
活
」
（『
新
青
年
』
第
二
巻
第
四
号
、
一
九
一
六
年
一
二
月
）
で
「
数
千
年
前
の
宗
法
時
代
、
封
建
時
代
に
は
た
だ
公
卿
大
夫
士
の
人
倫
が
お
こ
な
わ
れ
て
庶
人
に
は
お
こ
な
わ
れ
ず
」
と
表
現
し
て
お
り
、
そ
れ
は
上
述
の
「
徳
論
」
の
周
の
主
張
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
李
大
釗
が
、
孔
子
自
身
よ
り
も
孔
子
を
歴
代
君
主
が
作
り
上
げ
た
偶
像
権
威
と
す
る
こ
と
を
糾
弾
す
る
、
と
し
た
こ
と
と
、
周
が
「
孔
子
の
説
は
表
面
よ
り
見
れ
ば
、
す
べ
て
は
民
の
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
、
明
ら
か
に
君
主
を
利
す
る
も
の
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
表
裏
一
体
を
成
す
見
解
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
「
真
仮
孔
子
論
」
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
て
、
真
の
孔
子
は
よ
く
、
新
文
化
運
動
が
反
対
し
た
の
は
敗
壊
し
た
仮
の
孔
子
で
あ
る
、
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
そ
れ
は
周
が
孔
子
を
評
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
精
力
を
完
全
に
救
人
救
世
の
中
に
用
い
」
て
お
り
、
孔
子
が
「
積
極
的
に
好
人
政
治
を
と
り
お
こ
な
い
…
…
好
人
を
用
い
て
感
化
政
策
を
お
こ
な
い
、
不
正
な
る
者
は
み
な
正
に
帰
し
て
お
り
」
と
す
る
か
れ
の
観
点
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
陳
独
秀
が
孔
子
学
説
は
「
礼
」
に
あ
り
、
そ
の
説
は
尊
卑
貴
賤
を
分
別
す
る
三
綱
の
説
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
周
は
「
細
か
く
孔
子
の
説
を
察
す
る
の
に
、
す
べ
て
の
徳
性
は
み
な
「
仁
」
よ
り
生
じ
た
。「
仁
」
は
よ
く
諸
徳
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
実
物
に
似
て
、け
っ
し
て
諸
徳
を
概
括
す
る
空
名
で
は
な
い
」
と
観
点
の
違
い
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
李
大
釗
が
「
中
国
の
綱
常
、名
教
、
倫
理
、
道
徳
は
、
い
ず
れ
も
大
家
族
制
度
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
国
思
想
の
変
動
は
、
家
族
制
度
崩
壊
の
徴
候
で
あ
る
」
と
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
好
人
の
政
治
を
主
張
す
る
周
は
「
い
わ
ゆ
る
好
人
は
、
必
ず
仁
者
で
あ
る
。
必
ず
よ
く
忠
な
ら
ば
、
必
ず
よ
く
恕
で
あ
る
。
よ
く
忠
な
ら
ば
、
ゆ
え
に
よ
く
そ
の
己
に
在
る
を
尽
く
す
者
に
し
て
、
よ
く
恕
な
ら
ば
、
ゆ
（
0
）
（

）
（

）
（

）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
（
7
）
（
8
）
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え
に
よ
く
己
を
推
し
て
人
に
及
ぼ
す
」と
あ
く
ま
で
仁
に
拠
る
人
間
関
係
の
構
築
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。「
家
族
制
度
為
専
制
主
義
之
根
拠
論
」（『
新
青
年
』
第
二
巻
第
六
号
、
一
九
一
七
年
二
月
）
で
「
隻
手
孔
家
店
を
打
倒
し
た
老
英
雄
」
と
称
せ
ら
れ
た
呉
虞
と
並
ん
で
陳
独
秀
や
李
大
釗
は
儒
教
批
判
の
先
頭
に
立
っ
た
知
識
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
に
比
べ
れ
ば
周
谷
城
の
孔
子
評
価
は
穏
健
で
あ
り
、「
孔
子
の
学
説
は
、
政
治
面
で
は
何
ら
の
効
果
も
な
い
。
道
徳
を
提
唱
し
た
と
い
う
一
項
を
除
く
の
他
、
取
る
べ
き
は
な
く
、
か
れ
は
す
な
わ
ち
天
然
の
教
育
家
で
あ
り
、
よ
く
道
徳
を
説
く
」
と
し
て
、
教
育
家
と
し
て
の
孔
子
評
価
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。新
文
化
運
動
が
始
ま
っ
て
一
〇
年
余
り
の
歳
月
が
経
過
し
た
時
点
で
の
周
谷
城
の
孔
子
評
価
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
陳
独
秀
や
李
大
釗
ら
の
主
張
と
異
な
る
の
は
時
代
の
流
れ
か
ら
い
っ
て
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
谷
城
に
と
っ
て
こ
の
孔
子
に
対
す
る
見
解
を
打
ち
出
す
前
に
、
同
じ
湖
南
省
出
身
の
先
輩
で
あ
る
毛
沢
東
と
の
出
会
い
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
学
習
と
い
っ
た
体
験
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
五
四
運
動
期
よ
り
日
本
語
文
献
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
社
会
主
義
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
紹
介
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
三
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
周
自
身
も
湖
南
第
一
師
範
の
教
員
と
し
て
教
育
と
研
究
に
従
事
し
つ
つ
、
日
本
の
書
店
よ
り
購
入
し
た
ド
イ
ツ
語
版
や
英
語
版
の
『
資
本
論
』
に
読
み
ふ
け
っ
た
。
当
時
、
毛
沢
東
も
湖
南
第
一
師
範
小
学
部
で
主
事
（
主
任
）
を
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
献
を
周
谷
城
に
送
っ
て
そ
の
学
習
を
助
け
た
。
た
だ
し
、
教
員
に
な
っ
た
当
初
の
一
九
二
二
年
に
書
い
た『
倫
理
学
』ノ
ー
ト
は
デ
ュ
ー
イ
の
理
論
に
基
づ
い
て
お
り
、マ
ル
ク
ス
主
義
の
受
容
に
は
時
間
を
要
し
て
い
る
。
一
九
二
五
年
三
月
に
周
谷
城
は
広
州
を
訪
れ
、
当
時
こ
の
地
の
農
民
運
動
講
習
所
で
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
毛
沢
東
と
二
度
出
会
い
、
広
州
の
地
に
止
ま
っ
て
教
育
に
携
わ
る
よ
う
誘
わ
れ
た
が
、
長
沙
で
の
勤
務
を
優
先
し
て
断
っ
て
い
る
。
一
九
二
六
年
一
〇
月
に
は
湖
南
省
教
職
員
聯
合
会
が
成
立
し
、
周
は
臨
時
執
行
委
員
に
選
ば
れ
た
。
同
年
一
二
月
に
は
湖
南
省
農
民
協
会
が
成
立
し
、
顧
問
に
就
任
す
る
と
と
も
に
農
民
運
動
講
習
所
の
講
師
と
な
り
、
船
山
学
社
で
も
教
え
た
。
こ
う
し
た
周
の
行
動
の
背
景
に
は
、
毛
沢
東
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
周
は
ま
た
徐
特
立
や
柳
直
荀
ら
と
湖
南
省
教
職
員
聯
合
会
の
設
立
準
備
を
進
め
、
全
省
教
育
工
作
者
協
会
の
成
立
宣
言
起
草
の
責
任
を
負
っ
た
。
そ
の
草
稿
の
中
で
厳
し
い
教
師
批
判
お
こ
な
っ
た
た
め
に
、
徐
特
立
に
い
さ
め
ら
れ
、
過
激
に
過
ぎ
る
部
分
を
修
（
9
）
（
0
）
（

）
（

）
（

）
（
4
）
（
5
）
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正
し
た
と
い
う
。
一
九
二
七
年
、
蔣
介
石
の
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
に
連
動
す
る
形
で
湖
南
軍
閥
の
何
健
は
、「
租
穀
を
論
ず
」
と
い
う
文
章
を
書
い
た
周
谷
城
に
共
産
党
の
嫌
疑
を
か
け
て
逮
捕
命
令
を
出
し
た
。
そ
の
こ
と
を
周
は
事
前
に
察
知
し
て
上
海
に
逃
れ
た
。
こ
の
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま
で
、
周
谷
城
は
教
育
学
者
周
予
同
の
援
助
を
受
け
、『
教
育
雑
誌
』
に
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
糧
を
得
た
。「
左
」
の
思
想
が
高
揚
し
て
い
た
こ
の
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、『
教
育
雑
誌
』
は
そ
の
動
き
と
は
距
離
を
置
き
、
穏
健
な
主
張
を
展
開
す
る
教
育
専
門
誌
で
あ
っ
た
。
参
考
ま
で
に
一
九
二
七
年
か
ら
二
九
年
ま
で
の
『
教
育
雑
誌
』
の
基
本
的
な
論
調
を
追
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
北
京
の
中
小
学
校
に
学
ぶ
学
生
の
年
齢
や
家
庭
の
職
業
の
調
査
が
あ
り
、教
育
経
費
の
欠
配
を
取
り
上
げ
た
り
、教
育
界
の
党
派
争
い
の
深
刻
さ
を
訴
え
た
論
文
も
あ
る
。
キ
ル
パ
ト
リ
ッ
ク
の
講
演
録
が
連
載
さ
れ
、
ウ
ェ
ル
ズ
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
主
義
や
ウ
ィ
ネ
ト
カ
プ
ラ
ン
の
紹
介
も
見
ら
れ
る
。
特
定
の
テ
ー
マ
に
よ
る
特
集
を
編
む
の
も
『
教
育
雑
誌
』
の
特
色
で
、『
教
育
雑
誌
』
の
第
一
九
巻
第
二
号
は
「
幼
稚
教
育
専
号
」、
第
一
九
巻
第
九
号
は
「
平
民
教
育
専
号
」、
第
一
九
巻
第
一
〇
号
は
「
城
市
平
民
教
育
専
号
」、
一
九
二
八
年
の
第
二
〇
巻
第
三
号
は
「
職
業
指
導
専
号
」
と
な
っ
て
い
る
。
教
育
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
舒
新
城
も
投
稿
し
て
お
り
、中
国
の
教
育
方
法
の
歩
む
べ
き
道
と
し
て
、
教
育
経
費
は
自
給
を
め
ざ
し
、
師
生
の
間
は
「
人
」
の
関
係
を
恢
復
す
べ
き
で
あ
り
、
教
学
面
で
は
個
人
の
独
立
研
究
精
神
の
保
持
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。
舒
新
城
は
、
翌
年
の
論
文
で
さ
ら
に
教
育
経
費
は
す
べ
て
免
除
し
て
貧
困
学
生
を
助
け
、
教
育
の
機
会
均
等
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
、と
主
張
し
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
実
現
を
め
ざ
す
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
視
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
『
教
育
雑
誌
』
の
穏
健
な
論
調
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
た
の
が
周
谷
城
で
あ
る
。
周
谷
城
は
、一
九
二
七
年
一
一
月
に
「
今
日
中
国
之
教
育
」
を
書
き
、当
時
の
中
国
教
育
の
特
色
を
第
一
に
富
人
を
も
っ
て
中
心
と
す
る
、
第
二
に
都
市
を
も
っ
て
中
心
と
す
る
、第
三
に
権
貴
を
も
っ
て
中
心
と
す
る
、第
四
に
知
力
を
も
っ
て
中
心
と
す
る
、と
特
色
づ
け
た
。「
教
育
に
至
っ
て
は
、
本
来
社
会
の
上
部
構
造
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
」
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
観
点
で
と
ら
え
、
そ
の
教
育
が
腐
敗
し
た
都
市
生
活
の
中
で
進
め
ら
れ
、
貧
富
の
格
差
が
甚
だ
し
い
社
会
現
象
の
下
で
産
み
出
さ
れ
て
、
頭
脳
の
訓
練
を
中
心
と
す
る
の
は
、
役
に
立
た
な
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い
廃
物
を
作
る
だ
け
、
と
断
じ
た
。
翌
二
八
年
一
月
に
は
「
教
育
新
論
」
で
貧
富
の
格
差
を
論
じ
て
い
る
。
周
の
主
張
の
中
で
興
味
深
い
の
は
「
今
日
欧
米
各
国
に
お
い
て
は
、
も
と
よ
り
す
で
に
い
わ
ゆ
る
資
産
階
級
と
無
産
階
級
の
分
が
あ
る
。
中
国
で
は
ま
た
絶
対
に
大
貧
（
俗
に
い
わ
ゆ
る
貧
者
）
と
小
貧
（
俗
に
い
わ
ゆ
る
富
者
）
の
格
差
は
免
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
は
列
強
と
被
侵
略
国
を
同
列
に
論
じ
ず
、
そ
れ
を
区
別
し
た
上
で
教
育
界
の
実
情
を
構
造
的
に
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
谷
城
は
『
中
国
教
育
統
計
概
覧
』
に
拠
っ
て
、
一
九
二
一
年
五
月
よ
り
二
三
年
四
月
ま
で
、
全
国
の
教
育
を
受
け
て
い
る
者
は
、
小
学
生
が
六
、六
〇
一
、八
〇
二
人
で
全
人
口
の
六
％
強
、
中
学
生
は
一
八
二
、八
〇
四
人
で
全
人
口
の
〇
・
二
％
弱
、
専
門
学
校
生
と
大
学
生
は
三
四
、八
八
〇
人
で
全
人
口
の
〇
・
〇
三
％
強
に
過
ぎ
ず
、
教
育
を
受
け
る
者
が
少
な
く
、
失
学
者
が
多
い
、
と
述
べ
る
。
周
の
こ
の
論
文
で
は
、
新
教
育
運
動
と
し
て
評
価
さ
れ
、『
教
育
雑
誌
』
で
も
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
平
民
教
育
運
動
や
職
業
教
育
運
動
に
対
し
て
「
実
際
生
活
の
面
に
着
眼
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
正
当
で
あ
る
が
、
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
重
き
を
置
く
と
こ
ろ
は
な
お
た
だ
教
育
内
容
の
性
質
の
改
造
に
過
ぎ
ず
、
教
育
効
果
の
及
ぶ
と
こ
ろ
の
範
囲
の
拡
充
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
収
め
る
効
果
は
き
わ
め
て
少
な
い
」と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
党
化
教
育
に
根
本
的
に
教
育
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
を
求
め
つ
つ
も
、結
局
は「
た
だ
党
化
教
育
の
み
で
、
国
人
を
し
て
経
済
的
地
位
を
平
等
と
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
教
育
を
受
け
る
機
会
を
国
人
全
体
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
教
育
を
受
け
る
経
済
能
力
が
な
か
っ
た
者
が
忽
然
と
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
は
で
き
な
い
」
と
そ
の
限
界
性
を
認
め
る
。
周
は
何
度
も
教
育
が
富
者
の
独
占
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
の
教
育
改
造
の
目
標
と
し
て
「
全
国
人
民
は
均
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
現
状
で
は
「
教
育
を
受
け
て
き
た
者
は
、
ひ
と
り
無
用
で
は
な
い
が
、
完
全
に
社
会
の
寄
生
階
級
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
教
育
の
平
等
は
、
経
済
の
平
等
を
も
っ
て
前
提
と
す
る
」
と
い
う
。
周
谷
城
は
当
時
の
教
育
界
に
深
く
根
を
張
っ
て
い
た
党
派
に
つ
い
て
、「
そ
の
複
雑
さ
、
そ
の
腐
敗
、
そ
の
か
れ
こ
れ
互
い
に
競
う
激
し
さ
、そ
の
教
育
本
体
へ
の
影
響
の
大
き
さ
」を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
ら
え
、帰
国
留
学
生
も
ま
ず
教
育
界
に
そ
の
生
活
の
糧
を
求
め
、
知
識
分
子
の
生
存
競
争
の
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
人
材
を
生
か
す
根
本
的
な
解
決
の
道
は
「
国
内
生
産
事
業
の
開
発
で
あ
り
、
国
際
資
本
主
義
の
圧
迫
を
解
除
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
。
人
材
の
欠
乏
を
感
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
そ
の
実
い
ま
だ
ま
っ
た
く
人
材
が
な
い
（
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わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
こ
れ
を
用
い
る
に
当
を
得
ず
、
そ
の
長
所
を
表
現
で
き
な
い
た
め
」
と
し
て
、
や
は
り
国
内
産
業
の
育
成
に
こ
そ
人
材
登
用
の
王
道
が
あ
る
と
の
姿
勢
を
取
る
の
で
あ
る
。
周
谷
城
は
「
一
方
で
は
深
く
精
神
が
行
動
を
支
配
で
き
、
行
動
が
環
境
を
支
配
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
た
だ
同
時
に
ま
た
環
境
が
精
神
を
支
配
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
否
認
で
き
ず
、
さ
ら
に
あ
え
て
精
神
が
す
べ
て
の
上
に
高
く
出
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
、
前
述
し
た
「
教
育
に
至
っ
て
は
、
本
来
社
会
の
上
部
構
造
の
一
種
」
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
歩
退
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
上
部
構
造
・
土
台
論
に
対
し
て
曖
昧
な
姿
勢
を
取
り
、
知
識
人
と
し
て
の
複
雑
な
心
情
も
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
周
は
ソ
連
教
育
の
紹
介
も
お
こ
な
い
、「
ソ
ビ
エ
ト
制
度
の
下
で
は
経
済
困
難
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
る
機
会
を
欠
乏
さ
せ
る
こ
と
が
少
な
い
」
と
そ
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
た
。
周
は
教
育
の
機
会
均
等
に
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
を
阻
む
大
き
な
要
因
と
し
て
教
育
費
の
高
さ
を
あ
げ
る
。「
高
等
小
学
の
教
育
を
一
年
受
け
れ
ば
、
少
な
く
と
も
銀
五
〇
元
を
必
要
と
す
る
。
中
学
教
育
を
一
年
受
け
れ
ば
一
六
〇
元
か
ら
二
〇
〇
元
を
必
要
と
す
る
。
大
学
教
育
を
一
年
受
け
れ
ば
少
な
く
と
も
二
〇
〇
元
か
ら
三
〇
〇
元
を
必
要
と
す
る
。
今
日
の
全
国
人
民
の
経
済
能
力
か
ら
い
え
ば
、
年
に
五
〇
元
か
ら
三
〇
〇
元
の
お
金
を
出
し
て
教
育
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
者
は
実
に
数
が
少
な
い
」
と
現
状
を
語
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
随
所
に
見
ら
れ
、
小
学
か
ら
中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
二
、〇
〇
〇
元
、
さ
ら
に
大
学
を
出
る
ま
で
二
、〇
〇
〇
元
の
計
四
、〇
〇
〇
元
の
教
育
費
を
負
担
で
き
る
の
は
ご
く
少
数
で
あ
る
、
と
す
る
主
張
に
も
通
じ
て
い
る
。
舒
新
城
は
、
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の
支
出
総
額
に
占
め
る
学
費
収
入
は
二
〇
分
の
一
で
、
実
業
お
よ
び
職
業
学
校
の
そ
れ
は
一
四
分
の
一
、
高
等
小
学
校
の
そ
れ
は
約
六
分
の
一
、
初
等
小
学
の
そ
れ
は
四
分
の
一
」
と
述
べ
、「
免
費
問
題
」
で
述
べ
た
よ
う
な
授
業
料
免
除
を
主
張
す
る
。し
か
し
、教
育
費
が
軍
事
費
に
流
用
さ
れ
る
現
実
を
見
れ
ば
、舒
の
い
う
授
業
料
免
除
な
ど
は
夢
物
語
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、
よ
り
本
質
的
に
こ
の
問
題
を
考
え
る
周
谷
城
は
、
列
強
の
台
頭
の
原
動
力
は
工
商
業
の
発
達
と
学
術
の
振
興
に
よ
る
と
し
、「
兵
戦
は
商
戦
に
如
か
ず
、
商
戦
は
学
戦
に
如
か
ず
」
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
か
れ
は
陶
行
知
が
著
し
た
「
中
国
教
育
の
改
造
」
の
唯
一
の
欠
落
部
分
が
「
教
育
と
政
治
の
関
係
」
で
あ
り
、
政
治
を
正
す
こ
と
を
な
し
え
な
い
限
り
、
教
育
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
教
育
救
国
を
主
張
し
た
グ
ル
ー
プ
と
は
一
線
を
画
す
る
見
解
で
あ
る
。
（
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周
谷
城
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
基
軸
に
し
て
い
る
か
に
見
え
て
も
全
面
的
に
そ
れ
に
拠
ら
ず
、
新
教
育
運
動
に
つ
い
て
も
問
題
点
を
指
摘
し
て
批
判
的
態
度
を
取
り
、
政
治
を
浄
化
し
な
け
れ
ば
教
育
界
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
産
業
を
育
成
し
な
け
れ
ば
人
材
を
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
主
張
は
、
当
時
の
教
育
界
の
実
情
分
析
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
だ
け
説
得
力
と
影
響
力
を
持
ち
、『
教
育
雑
誌
』
の
論
調
に
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
左
」
の
論
調
が
高
揚
し
た
時
代
情
況
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
周
の
「
蘇
俄
最
近
之
工
芸
教
育
」（
第
二
〇
巻
第
四
号
）
を
皮
切
り
に
第
二
〇
巻
第
七
号
で
は
牟
永
錫
訳
「
蘇
聯
的
普
及
教
育
運
動
」、
于
化
龍
「
蘇
俄
之
実
験
学
校
」
と
ソ
連
教
育
の
紹
介
が
お
こ
な
わ
れ
、
第
二
〇
巻
第
一
一
号
で
楊
人
楩
の
「
蘇
俄
教
育
之
理
論
与
実
際
」
な
ど
の
分
析
も
生
ま
れ
、
第
二
一
巻
第
一
号
で
は
新
刊
紹
介
も
含
め
れ
ば
四
篇
の
ソ
連
教
育
紹
介
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
か
ら
周
谷
城
が
『
教
育
雑
誌
』
の
論
調
を
左
傾
化
さ
せ
た
張
本
人
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
〇
年
、
胡
適
は
『
新
月
雑
誌
』
に
お
い
て
周
を
「
教
育
革
命
の
鼓
吹
家
」
と
謗
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
以
後
、『
教
育
雑
誌
』
は
、
周
の
文
章
を
載
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
周
は
孔
子
批
判
を
お
こ
な
い
つ
つ
も
、「
私
人
講
学
で
、
当
時
勢
力
が
最
も
雄
厚
で
あ
り
、
後
世
へ
の
影
響
が
最
も
遠
大
な
者
は
、
孔
子
で
あ
る
。
…
…
そ
の
よ
く
教
育
の
鼻
祖
と
な
り
、
百
世
の
師
と
な
る
は
、
殆
ど
偶
然
で
は
な
い
」
と
教
育
者
と
し
て
の
評
価
は
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
経
書
を
相
当
深
く
読
み
込
ん
で
い
た
周
谷
城
の
知
識
人
と
し
て
の
矜
持
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
、
中
国
農
工
民
主
党
の
指
導
者
と
し
て
の
思
想
と
行
動
一
九
三
〇
年
秋
、
周
谷
城
は
広
州
に
行
き
、
中
山
大
学
教
授
と
し
て
「
中
国
社
会
発
展
史
」
と
「
社
会
科
学
名
著
選
読
」
の
授
業
を
お
こ
な
っ
た
が
、
教
育
界
の
情
況
に
対
す
る
関
心
は
持
ち
続
け
た
。
党
派
争
い
を
教
育
界
の
醜
態
と
と
ら
え
、
生
産
に
関
わ
る
事
業
が
充
分
に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
に
、
政
界
に
入
れ
な
か
っ
た
知
識
分
子
は
教
育
界
に
入
り
、
そ
こ
に
党
派
争
い
が
持
ち
込
ま
れ
、
教
育
界
の
官
場
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
生
産
に
関
わ
る
事
業
を
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
産
業
の
発
展
を
重
視
す
る
周
の
姿
勢
は
、
（
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そ
の
後
も
堅
持
さ
れ
て
い
く
。
一
九
三
二
年
に
は
中
山
大
学
を
離
れ
て
上
海
の
曁
南
大
学
教
授
と
な
り
、
主
と
し
て
「
中
国
通
史
」
の
授
業
を
お
こ
な
う
生
活
を
ほ
ぼ
一
〇
年
間
続
け
た
。
周
自
身
は
「
曁
南
大
学
で
教
え
て
い
る
と
き
、『
中
国
通
史
』
を
出
し
た
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
嫌
疑
を
受
け
て
、
私
は
教
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
世
界
史
を
教
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
語
っ
て
い
る
通
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
傾
斜
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
九
三
〇
年
代
を
通
し
て
周
谷
城
の
教
育
観
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。「
大
学
に
一
年
い
る
と
、
費
用
は
少
な
く
と
も
五
〇
〇
元
で
貧
苦
の
農
民
や
手
工
業
者
あ
る
い
は
新
興
の
無
産
者
の
子
弟
が
、
進
学
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、
従
来
か
ら
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
る
。
周
は
中
国
の
知
識
分
子
の
役
割
に
つ
い
て
「
資
本
主
義
生
産
制
の
下
で
の
人
材
を
訓
練
し
、
同
時
に
ま
た
国
際
資
本
主
義
を
発
展
さ
せ
る
人
材
を
育
成
す
る
。
資
本
主
義
の
文
化
の
道
理
を
説
い
て
宣
伝
し
、
同
時
に
帝
国
主
義
の
文
化
を
宣
伝
す
る
。
資
産
階
級
の
社
会
秩
序
を
維
持
し
て
、
事
実
上
国
際
資
本
主
義
者
の
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
」
と
批
判
し
、「
国
際
資
本
主
義
者
は
中
国
の
労
働
者
農
民
の
剰
余
労
働
を
搾
取
し
、
中
国
と
の
密
接
な
経
済
関
係
を
生
み
出
し
、
中
国
当
局
と
の
友
誼
を
成
立
さ
せ
た
」
と
述
べ
て
、
明
確
に
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
分
析
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
中
国
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
周
は
「
帝
国
主
義
に
対
抗
す
る
に
は
、
富
強
を
図
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
旧
教
育
は
富
強
を
図
る
に
足
り
な
い
」
し
、「
国
民
経
済
力
が
薄
弱
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
貧
民
の
子
弟
は
、
水
平
線
以
下
の
教
育
も
ま
た
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
小
学
教
育
も
普
及
で
き
な
い
」
と
考
え
る
。
周
谷
城
は
、「
義
和
団
は
国
際
資
本
主
義
に
反
抗
す
る
農
民
集
団
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
暴
動
は
、
中
国
の
農
民
が
初
め
て
国
際
資
本
主
義
に
反
抗
し
た
壮
挙
で
あ
る
」
と
評
価
し
つ
つ
も
「
国
際
資
本
主
義
勢
力
の
侵
入
が
な
け
れ
ば
、
中
国
は
決
し
て
こ
の
よ
う
に
と
び
き
り
新
し
い
欧
化
教
育
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」と
し
て
、列
強
の
侵
入
が
旧
教
育
の
革
新
に
果
た
し
た
役
割
を
認
め
る
。
し
か
し
、「
中
国
に
迫
っ
て
新
教
育
を
発
展
さ
せ
、
風
気
を
開
通
せ
ん
と
図
り
、
風
気
が
開
通
す
れ
ば
、
迷
信
の
対
象
は
、
次
第
に
猪
八
戒
・
孫
悟
空
ら
か
ら
救
世
主
の
耶
蘇
キ
リ
ス
ト
に
移
る
の
で
あ
る
」
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
広
が
る
こ
と
を
警
戒
す
る
な
ど
複
雑
な
反
応
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
教
育
当
局
が
も
っ
と
も
反
帝
国
主
義
の
理
論
を
喜
ば
ず
、
も
っ
と
も
資
本
主
義
の
文
明
を
捨
て
る
こ
（
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と
を
望
ま
な
い
。
だ
か
ら
人
材
を
育
成
す
る
と
、
自
然
と
買
弁
化
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
欧
米
教
育
の
影
響
を
受
け
た
中
国
の
新
教
育
の
人
材
育
成
に
対
す
る
貢
献
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
買
弁
的
性
格
を
持
つ
こ
と
を
嫌
っ
た
。
こ
の
頃
の
周
に
と
っ
て
教
育
の
役
割
は
、「
経
済
情
況
を
研
究
し
、
世
界
の
前
途
を
図
り
、
世
界
と
関
係
を
作
り
、
世
界
観
を
確
定
」
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、「
一
種
の
現
勢
を
改
造
す
る
手
段
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
当
時
注
目
さ
れ
て
い
た
生
産
教
育
に
つ
い
て
「
第
一
に
高
等
教
育
を
受
け
て
生
産
し
な
い
人
に
生
産
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
生
産
さ
せ
て
ま
だ
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
中
国
独
自
の
生
産
力
増
強
と
そ
れ
を
担
う
人
材
養
成
に
果
た
す
教
育
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。
要
す
る
に
周
は
、
列
強
に
対
す
る
義
和
団
な
ど
の
抵
抗
運
動
を
評
価
し
、
買
弁
化
を
嫌
い
な
が
ら
、
欧
米
教
育
の
利
点
も
認
め
、
中
国
の
富
強
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
に
期
待
を
寄
せ
る
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
新
教
育
の
結
果
と
し
て
、
中
国
の
経
済
状
況
が
改
善
さ
れ
て
こ
そ
教
育
の
普
及
と
内
容
充
実
に
向
け
て
の
基
盤
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
、卒
業
生
の
進
路
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
論
理
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
優
先
で
は
な
く
、
現
実
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
そ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。
一
九
四
一
年
三
月
、
中
国
民
主
政
団
同
盟
が
成
立
し
、
周
谷
城
は
そ
の
顧
問
と
し
て
招
か
れ
、
翌
四
二
年
に
は
重
慶
に
入
っ
て
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
た
。
一
九
四
五
年
八
月
に
は
中
国
共
産
党
の
毛
沢
東
・
周
恩
来
・
王
若
飛
ら
が
延
安
か
ら
重
慶
に
飛
ん
で
国
民
党
と
の
会
談
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
周
谷
城
は
毛
沢
東
と
一
八
年
ぶ
り
に
出
会
っ
て
い
る
。
こ
の
一
九
四
〇
年
代
の
周
谷
城
の
教
育
に
関
わ
る
主
張
と
実
践
を
見
る
と
、
一
九
四
三
年
に
は
高
等
教
育
の
教
員
の
月
給
が
八
〇
～
一
二
〇
元
と
少
な
い
の
に
、
仕
事
が
多
く
、
授
業
も
毎
週
平
均
一
八
～
二
三
時
間
で
、
課
外
指
導
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
、
と
教
員
の
待
遇
改
善
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
教
員
の
地
位
向
上
を
め
ざ
す
姿
勢
は
以
後
も
貫
か
れ
る
。
一
九
四
六
年
に
は
陶
行
知
が
創
設
し
た
重
慶
社
会
大
学
で
講
義
を
担
当
し
た
が
、
陶
行
知
と
は
民
主
派
人
士
と
し
て
の
連
携
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
一
九
四
七
年
に
は
数
十
年
来
の
教
育
界
の
変
化
を
概
括
し
て
「
教
育
の
養
成
す
る
と
こ
ろ
と
社
会
の
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
あ
い
符
合
し
て
い
な
い
」
と
し
、「
こ
の
「
あ
い
符
合
せ
ざ
る
」
原
因
は
、
ま
ず
帝
国
主
義
の
圧
迫
に
帰
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
…
…
も
し
も
政
治
革
命
が
成
功
す
れ
ば
、
廉
潔
有
為
の
民
主
政
府
が
早
く
に
建
立
さ
れ
、
現
代
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
新
事
業
は
、
民
主
政
治
の
環
境
の
中
で
、
一
日
一
日
発
達
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
初
期
に
失
業
し
た
人
材
は
、
つ
い
に
（
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必
ず
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
、
政
治
革
命
に
よ
る
民
主
政
府
の
樹
立
を
待
望
す
る
。
周
は
さ
ら
に
中
等
教
育
で
は
卒
業
後
の
進
路
が
乏
し
い
こ
と
、
職
業
学
校
は
封
建
的
な
観
念
や
経
済
的
後
進
性
が
そ
の
進
学
希
望
者
を
失
わ
し
め
て
い
る
こ
と
、
師
範
生
は
免
費
と
は
い
え
社
会
や
家
庭
の
軽
視
の
た
め
最
終
的
な
進
学
希
望
先
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
小
学
教
育
は
悪
劣
な
経
済
情
況
に
妨
げ
ら
れ
て
就
学
者
を
増
や
せ
な
い
、
な
ど
と
教
育
界
の
現
状
を
指
摘
し
て
い
く
。
結
果
と
し
て
こ
う
し
た
窮
状
を
打
開
す
る
に
は
「
政
治
の
民
主
化
は
す
な
わ
ち
唯
一
の
不
可
欠
の
前
提
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
周
谷
城
は
一
九
四
九
年
九
月
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
が
北
京
で
開
か
れ
た
と
き
、
候
補
代
表
と
し
て
出
席
し
、
無
党
派
の
民
主
人
士
組
に
入
れ
ら
れ
た
。
翌
五
〇
年
に
は
第
三
勢
力
の
一
つ
で
あ
る
中
国
農
工
民
主
党
に
加
入
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
の
時
期
に
周
は
「
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
の
革
命
理
論
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
と
す
べ
て
の
現
実
問
題
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、「
新
民
主
主
義
の
教
育
政
策
の
下
で
は
、
民
主
方
式
に
よ
り
、
教
学
を
進
め
て
、
過
去
の
師
生
が
と
も
に
使
役
さ
れ
、
と
も
に
圧
迫
を
受
け
た
悲
惨
な
情
況
と
は
反
対
で
あ
る
」
と
し
て
、
解
放
を
進
め
る
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
学
習
と
教
育
制
度
の
あ
り
方
を
言
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
毛
主
席
の
い
わ
れ
る
「
人
民
の
た
め
に
奉
仕
す
る
」
と
い
う
あ
の
言
葉
は
深
く
会
得
し
て
努
め
て
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、研
究
と
教
学
の
両
面
で
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
指
導
原
則
と
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
表
面
的
に
見
る
限
り
、
中
国
共
産
党
員
と
同
様
の
見
解
を
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
五
七
年
七
月
一
日
、
毛
沢
東
は
「『
文
報
』
の
資
産
階
級
の
方
向
は
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
社
論
を
『
人
民
日
報
』
に
書
い
て
、
中
国
農
工
民
主
党
の
中
央
主
席
で
中
国
民
主
同
盟
の
中
央
副
主
席
で
あ
る
章
伯
鈞
を
名
指
し
で
批
判
し
、
中
国
農
工
民
主
党
と
中
国
民
主
同
盟
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
反
右
派
闘
争
の
一
齣
で
あ
る
が
、
中
国
農
工
民
主
党
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
件
で
あ
り
、
周
谷
城
に
と
っ
て
も
大
き
な
衝
撃
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
れ
は
反
右
派
闘
争
が
始
ま
っ
た
一
九
五
七
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
、
中
国
共
産
党
の
路
線
に
さ
ら
に
接
近
し
て
い
く
。
周
谷
城
は
、
学
生
を
助
け
て
「
マ
ル
ク
ス
主
義
を
よ
く
学
び
、
社
会
主
義
の
建
設
に
貢
献
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い
、
歴
史
研
究
者
に
つ
い
て
は
「
上
部
構
造
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
多
く
、
経
済
基
礎
を
語
る
こ
と
が
少
な
く
、
帝
王
将
相
の
事
跡
を
語
る
こ
と
が
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多
く
、
人
民
大
衆
の
活
動
を
語
る
こ
と
が
少
な
く
、
作
為
や
飾
る
こ
と
な
く
平
明
に
述
べ
る
こ
と
が
多
く
、
階
級
闘
争
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
少
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
中
国
近
現
代
史
に
関
し
て
も
「
太
平
天
国
運
動
、
戊
戌
維
新
、
辛
亥
革
命
等
の
如
き
は
中
国
を
解
放
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
共
産
党
が
人
民
革
命
を
指
導
し
て
、
中
国
は
解
放
さ
れ
た
」
と
い
う
よ
う
に
中
国
共
産
党
を
賛
美
す
る
文
章
を
書
き
、
人
民
公
社
を
高
く
評
価
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
文
化
大
革
命
初
期
の
一
九
六
六
年
五
月
、
周
谷
城
は
復
旦
大
学
最
大
の
「
反
動
学
術
権
威
」「
牛
鬼
蛇
神
」
で
あ
る
と
し
て
、厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
姚
文
元
に
よ
る
周
谷
城
の
「
時
代
精
神
統
合
論
」
に
対
す
る
批
判
が
あ
っ
た
。
姚
文
元
は
周
谷
城
に
つ
い
て
「
か
れ
は
孤
立
し
、抽
象
的
に
新
と
旧
を
並
べ
て
い
る
が
、
上
部
構
造
と
土
台
と
の
関
係
か
ら
創
新
を
語
っ
て
お
ら
ず
、こ
う
し
た
方
法
は
芸
術
に
よ
っ
て
芸
術
を
解
釈
す
る
歴
史
唯
物
論
の
範
囲
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
能
動
的
革
命
的
な
反
映
論
を
堅
持
す
る
歴
史
唯
物
論
の
範
囲
に
属
し
て
い
な
い
」
と
批
判
し
た
。
そ
の
結
果
、
周
は
修
正
主
義
の
「
八
つ
の
黒
い
輪
」
の
一
つ
と
し
て
集
中
的
な
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
周
谷
城
が
文
筆
を
も
っ
て
表
舞
台
に
再
登
場
す
る
の
は
、
文
革
が
終
わ
り
そ
の
誤
り
が
公
然
化
し
つ
つ
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
末
で
あ
る
。
周
は「
文
化
大
革
命
の
十
年
動
乱
」の
時
期
に
至
っ
て「
社
会
主
義
精
神
文
明
を
改
め
て
あ
え
て
提
起
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。「
左
」
傾
思
想
が
す
べ
て
を
覆
い
、
誤
っ
て
精
神
文
明
を
不
必
要
と
し
、
は
な
は
だ
し
き
は
進
歩
を
阻
害
す
る
も
の
と
考
え
、
み
だ
り
に
破
壊
を
お
こ
な
っ
た
」
と
し
、「
知
識
を
有
す
る
を
以
て
恥
ず
べ
き
と
し
、「
臭
老
九
」
と
悪
罵
し
た
。
…
…
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
か
ら
離
れ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
か
れ
が
文
革
中
も
知
識
人
と
し
て
の
矜
持
を
崩
さ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
よ
り
激
し
い
迫
害
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
周
谷
城
は
孔
子
に
つ
い
て
再
び
評
価
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
孔
子
の
政
治
・
教
育
・
道
徳
の
理
論
の
根
拠
と
な
る
の
は
仁
で
あ
り
、そ
の
基
本
は「
正
名
」に
あ
る
と
し
て
、一
九
二
〇
年
代
の
基
本
的
な
認
識
を
変
え
な
か
っ
た
。ま
た
一
九
八
四
年
に
、
孔
子
の
七
六
代
後
裔
に
あ
た
る
孔
令
朋
へ
の
書
簡
の
中
で
「
孔
子
主
義
の
教
育
理
論
と
道
徳
学
説
は
、
後
世
に
対
し
て
い
ず
れ
も
積
極
的
な
影
響
を
与
え
た
。
た
と
え
反
孔
の
者
で
も
、
実
は
ま
た
陽
に
こ
れ
を
述
べ
て
陰
に
こ
れ
を
奉
じ
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
孔
子
の
教
育
理
論
と
道
徳
学
説
を
評
価
し
、自
ら
の
該
博
な
古
典
の
知
識
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て「
孔
子
主
義
は
す
で
に
全
世
界
に
通
用
す
る
言
葉
と
な
っ
（
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た
」
と
断
言
し
た
。
周
谷
城
は
、
宋
代
の
方
臘
の
農
民
起
義
の
原
因
の
一
つ
に
地
理
的
環
境
が
あ
る
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
距
離
を
置
い
た
独
自
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
洋
務
派
官
僚
で
あ
る
張
之
洞
に
関
し
て
も
「
近
代
資
本
主
義
思
想
伝
播
の
中
の
き
わ
め
て
重
要
な
人
物
」
と
し
、
張
の
『
勧
学
篇
』
に
つ
い
て
旧
学
を
体
と
し
、
新
学
を
用
と
す
る
独
自
の
主
張
を
し
て
い
る
点
を
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
周
の
必
ず
し
も
マ
ル
ク
ス
主
義
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
解
釈
と
い
え
よ
う
。
学
術
上
真
理
と
考
え
れ
ば
、
決
し
て
簡
単
に
妥
協
譲
歩
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
周
の
性
格
が
、
こ
こ
に
は
よ
く
現
れ
て
い
る
。
周
谷
城
は
、
故
郷
の
先
輩
で
あ
る
毛
沢
東
に
対
す
る
思
い
が
強
く
、
毛
沢
東
と
同
じ
道
を
歩
む
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
毛
自
身
は
意
に
介
さ
ず
、
た
い
へ
ん
信
任
し
て
く
れ
た
の
で
、「
多
く
の
争
鳴
の
文
章
を
書
い
」
て
「
毛
主
席
の
私
に
対
す
る
期
待
の
万
分
の
一
で
も
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
た
」
と
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
も
述
べ
て
い
る
。
人
民
の
平
等
を
重
視
し
た
毛
沢
東
思
想
に
教
育
の
機
会
均
等
を
説
き
続
け
た
周
が
共
感
し
た
た
め
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
生
産
活
動
を
重
視
す
る
周
は
、
こ
の
段
階
に
止
ま
ら
ず
、
四
つ
の
現
代
化
を
支
持
し
、『
鄧
小
平
文
選
』
と
い
う
時
代
を
画
す
る
書
を
指
南
と
す
べ
き
、
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
五
四
運
動
七
〇
周
年
の
文
章
の
中
で
「
康
有
為
、
梁
啓
超
と
の
ち
の
孫
中
山
先
生
も
含
め
て
い
ず
れ
も
提
起
し
た
産
業
革
命
を
進
め
よ
う
と
す
る
主
張
は
、
惜
し
い
こ
と
に
当
時
の
反
動
勢
力
が
強
大
に
過
ぎ
、い
ず
れ
も
失
敗
し
た
」
と
す
る
と
と
も
に
、五
四
運
動
が
産
業
革
命
に
注
目
し
な
か
っ
た
こ
と
を
そ
の
欠
陥
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
共
産
党
も
産
業
革
命
を
重
視
せ
ず
、
解
放
後
も
知
識
分
子
を
軽
視
し
、「
結
果
と
し
て
、
高
等
院
校
は
大
量
に
破
壊
さ
れ
、
法
律
・
商
業
等
の
実
用
学
科
は
取
り
消
さ
れ
た
。
人
材
は
欠
け
、
国
家
は
大
き
な
損
失
を
被
っ
た
」
こ
と
を
総
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
周
谷
城
は
、
ま
た
中
国
農
工
民
主
党
の
会
議
に
お
い
て
「
私
は
努
力
し
て
働
い
て
飯
を
食
い
、
学
問
の
飯
を
食
い
、
科
学
の
飯
を
食
い
、
頭
脳
労
働
の
飯
を
食
い
、
苦
し
く
と
も
没
頭
す
る
飯
を
食
う
」
べ
き
で
あ
り
、「
中
華
を
興
す
に
は
科
学
研
究
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
材
は
天
よ
り
降
る
の
で
は
な
く
、
教
育
が
さ
ら
に
激
し
く
鞭
撻
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
し
、
生
産
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
科
学
研
究
や
教
育
に
よ
る
人
材
育
成
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
教
育
を
支
え
る
の
が
教
員
で
あ
る
。
周
は「
日
本
の
教
師
は
人
々
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に
尊
重
さ
れ
、
受
け
る
待
遇
も
た
い
へ
ん
優
厚
で
、
生
み
出
す
作
用
も
た
い
へ
ん
大
き
い
」
と
聞
き
、「
教
師
の
地
位
は
た
い
へ
ん
重
要
」
と
い
う
認
識
を
深
め
て
い
る
。
周
の
農
・
工
・
商
な
ど
の
生
産
活
動
に
従
事
す
る
人
々
は
教
育
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
や
基
礎
教
育
は
「
経
済
建
設
や
社
会
の
発
展
と
人
民
生
活
の
実
際
の
需
要
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
か
れ
の
教
育
に
対
す
る
一
貫
し
た
基
本
的
認
識
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
五
年
と
八
七
年
、
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
平
民
教
育
運
動
の
指
導
者
晏
陽
初
と
周
は
二
度
に
わ
た
っ
て
会
見
す
る
。
そ
の
上
で
『
晏
陽
初
文
集
』
に
「
序
言
」
を
書
く
が
、
そ
こ
で
「
旧
中
国
に
お
い
て
、
い
く
ら
か
の
仁
人
志
士
が
提
起
し
た
「
教
育
救
国
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
旧
中
国
に
お
い
て
は
実
現
す
る
す
べ
が
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
教
育
救
国
論
に
対
し
て
は
基
本
的
に
否
定
す
る
姿
勢
を
取
り
つ
つ
も
、
晏
陽
初
の
実
践
を
進
歩
的
な
意
義
を
持
つ
愛
国
行
動
と
と
ら
え
て
い
る
。
お
わ
り
に
周
谷
城
は
、
経
書
を
中
心
と
し
た
中
国
古
典
に
対
す
る
豊
か
な
知
識
と
中
学
で
英
語
学
会
を
組
織
す
る
な
ど
の
英
語
力
を
も
っ
て
、
歴
史
学
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関
心
を
持
ち
多
く
の
文
章
を
書
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
豊
か
な
知
見
は
、
か
れ
の
独
自
の
世
界
観
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
時
代
思
潮
に
流
さ
れ
ぬ
主
張
と
実
践
を
生
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
か
れ
は
五
四
運
動
を
き
っ
か
け
に
思
想
的
に
目
覚
め
、
郷
土
の
先
輩
に
当
た
る
毛
沢
東
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
傾
斜
し
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
四
運
動
に
つ
な
が
っ
た
新
文
化
運
動
に
お
け
る
孔
子
評
価
の
主
流
と
は
一
線
を
画
し
て
、
孔
子
の
仁
を
評
価
し
、「
天
然
の
教
育
家
」
と
規
定
し
た
。
そ
の
後
、
湖
南
軍
閥
何
健
の
弾
圧
の
手
を
逃
れ
て
上
海
に
逃
げ
、『
教
育
雑
誌
』
へ
の
投
稿
に
よ
っ
て
糊
口
を
凌
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
主
張
に
よ
っ
て
、
時
代
思
潮
の
後
押
し
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
穏
健
な
『
教
育
雑
誌
』
の
論
調
を
変
え
て
い
っ
た
。
周
谷
城
は
、
一
貫
し
て
教
育
の
機
会
均
等
を
説
き
、
知
識
人
た
ち
が
教
育
界
に
生
活
の
糧
を
求
め
て
党
派
争
い
を
す
る
現
状
を
憂
え
て
、
（
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教
育
の
真
の
発
展
の
た
め
に
は
中
国
社
会
を
支
え
る
生
産
活
動
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
か
れ
は
繰
り
返
し
て
初
等
教
育
か
ら
大
学
教
育
ま
で
の
教
育
費
の
高
さ
を
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て
訴
え
、
教
育
の
普
及
に
は
生
産
力
の
向
上
に
伴
う
社
会
的
豊
か
さ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
列
強
を
意
味
す
る
「
国
際
資
本
主
義
」
の
侵
入
に
抵
抗
し
た
義
和
団
を
評
価
し
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
や
買
弁
の
育
成
を
否
定
す
る
一
方
で
、
旧
教
育
の
打
破
と
い
う
「
国
際
資
本
主
義
」
の
功
績
を
認
め
た
。「
教
育
は
上
部
構
造
」
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、「
精
神
が
行
動
を
支
配
で
き
、
行
動
が
環
境
を
支
配
で
き
る
と
信
じ
る
」
と
し
て
、マ
ル
ク
ス
主
義
の
枠
組
み
に
完
全
に
埋
没
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
に
か
れ
の
思
想
の
複
雑
さ
と
独
自
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
谷
城
は
、
民
主
党
派
人
と
し
て
中
国
農
工
民
主
党
に
加
入
し
、
反
右
派
党
争
の
中
で
毛
沢
東
に
よ
る
章
伯
鈞
批
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
中
国
共
産
党
政
権
へ
の
全
面
的
な
忠
誠
と
も
受
け
取
れ
る
発
言
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
か
れ
は
そ
の
ま
ま
そ
の
情
況
に
甘
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
「
時
代
精
神
統
合
論
」
と
称
せ
ら
れ
る
発
言
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
、
姚
文
元
に
論
戦
を
挑
ま
れ
、
文
革
中
に
は
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
周
の
決
し
て
妥
協
譲
歩
し
な
い
性
格
と
知
識
人
と
し
て
の
矜
持
が
も
た
ら
し
た
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
か
れ
の
方
臘
の
起
義
に
対
す
る
見
方
や
張
之
洞
評
価
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
公
式
見
解
か
ら
は
生
ま
れ
な
い
独
創
的
な
見
解
で
あ
る
。
毛
沢
東
へ
の
共
鳴
は
青
年
時
代
か
ら
の
交
友
関
係
と
毛
沢
東
思
想
の
持
つ
平
等
観
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
鄧
小
平
へ
の
評
価
は
生
産
活
動
を
重
視
す
る
点
で
、
周
谷
城
自
身
の
思
想
と
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
周
の
孔
子
評
価
に
つ
い
て
は
、
仁
の
重
視
や
教
育
家
と
し
て
の
孔
子
評
価
と
い
う
点
で
、
晩
年
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
た
。
周
は
教
育
救
国
論
を
否
定
し
つ
つ
も
、
教
師
を
優
遇
し
、
人
材
育
成
を
重
視
せ
よ
と
主
張
し
続
け
た
が
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
教
育
に
よ
る
国
家
建
設
の
可
能
性
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
か
れ
は
広
く
豊
か
な
古
典
の
知
識
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
内
容
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
民
主
党
派
人
士
と
し
て
の
長
い
研
究
と
教
育
の
生
涯
を
送
り
、
教
育
の
持
つ
可
能
性
を
追
い
求
め
続
け
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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（
１
）
張
蘭
馨
・
袁
雲
珠
・
張
小
雲
『
周
谷
城
教
育
実
践
与
教
育
思
想
』（
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
以
下
『
周
谷
城
教
育
実
践
』
と
略
す
）
一
頁
。
（
２
）
莫
志
斌
『
周
谷
城
伝
』（
湖
南
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
修
訂
版
、
以
下
書
名
の
み
示
す
）。
（
３
）
鄭
長
利
編
『
周
谷
城
教
育
文
集
』（
吉
林
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
以
下
『
文
集
』
と
略
す
）。
な
お
本
文
や
註
で
は
、
周
谷
城
を
周
と
略
記
す
る
こ
と
も
あ
る
。
（
４
）
晋
陽
学
刊
編
輯
部
編
『
中
国
現
代
社
会
科
学
家
伝
略
』（
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
第
一
輯
「
周
谷
城
自
略
」
二
四
一
頁
。
（
５
）『
周
谷
城
教
育
実
践
』
三
頁
。
（
６
）
前
註
（
４
）。
（
７
）『
周
谷
城
教
育
実
践
』
六
頁
。
（
８
）『
周
谷
城
伝
』
一
八
～
一
九
頁
。
周
谷
城
は
五
四
運
動
を
き
っ
か
け
に
思
想
的
変
化
を
遂
げ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
（
周
「
五
四
運
動
与
青
年
学
生
」『
文
集
』
三
四
七
頁
）。
（
９
）『
周
谷
城
伝
』
二
四
～
二
五
頁
。
（
0
）
周
「
徳
論
」『
文
集
』
六
頁
。
（

）
丁
守
和
・
殷
叙
彝
『
従
五
四
啓
蒙
運
動
到
馬
克
思
主
義
的
伝
播
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
七
九
年
）
三
二
頁
。
（

）
周
「
孔
子
的
政
治
学
説
及
其
演
化
」『
文
集
』
一
九
頁
。
（

）
陳
旭
麓
主
編
『
五
四
以
来
政
派
及
其
思
想
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
五
五
頁
。
（
4
）
周
「
孔
子
的
政
治
学
説
及
其
演
化
」『
文
集
』
九
頁
。
（
5
）
同
前
『
文
集
』
一
三
頁
。
（
6
）
蔡
尚
思
「
五
四
時
期
「
打
倒
孔
家
店
」
的
実
践
意
義
」（
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
編
『
紀
念
五
四
運
動
六
十
周
年
学
術
討
論
会
論
文
集
（
一
）』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
四
七
八
頁
。
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（
7
）
周
「
孔
子
的
政
治
学
説
及
其
演
化
」『
文
集
』
一
〇
頁
。
（
8
）
李
大
釗
「
由
経
済
上
解
釈
中
国
近
代
思
想
変
動
的
原
因
」『
新
青
年
』
第
七
巻
第
二
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
。
（
9
）
周
「
孔
子
的
政
治
学
説
及
其
演
化
」『
文
集
』
一
五
頁
。
（
0
）
同
前
『
文
集
』
一
八
頁
。
（

）
周
谷
城
の
こ
の
文
章
の
後
半
は
「
孔
子
学
説
之
具
体
化
」
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
こ
で
は
「
大
学
之
道
」
と
し
て
『
大
学
』
の
「
大
学
之
道
、在
明
明
徳
、
在
新
民
、在
止
于
至
善
」と
い
う
朱
熹
の
新
注
を
採
っ
て
解
説
し
て
お
り
、陽
明
学
が
採
る
古
注
は
採
用
し
て
い
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、周
自
身
の
世
を
正
し
、
民
を
救
わ
ん
と
す
る
実
践
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
を
重
視
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
、
二
九
頁
の
解
説
、
参
照
）。
（

）
石
川
禎
浩
『
革
命
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム　
一
九
二
五―
一
九
四
五
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
九
七
頁
。
（

）『
周
谷
城
教
育
実
践
』
一
〇
頁
。
（
4
）『
周
谷
城
伝
』
三
〇
頁
。
（
5
）
同
前
書
、
二
九
七
～
二
九
八
頁
。
（
6
）
同
前
書
、
四
六
～
四
七
頁
。
な
お
周
谷
城
の
主
張
を
批
判
し
た
の
は
、
廖
錫
瑞
と
い
う
見
方
も
あ
る
（『
文
集
』
四
三
八
頁
）。
（
7
）
周
予
同
は
、
周
谷
城
に
原
稿
料
を
先
払
い
し
て
生
活
を
助
け
、
胡
適
の
周
谷
城
批
判
に
対
し
て
も
か
れ
を
擁
護
し
た
（
周
「
懐
念
周
予
同
教
授
」『
文
集
』
三
七
六
頁
）。
（
8
）
許
興
凱
の
「
北
京
中
小
学
校
学
生
年
齢
年
級
及
其
進
歩
的
調
査
」『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
一
号
、「
北
京
国
立
公
立
中
小
学
校
学
生
家
庭
職
業
之
調
査
」
『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
五
号
、
と
も
に
一
九
二
七
年
。
（
9
）
劉
薫
宇
「
中
国
教
育
的
危
機
」『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
一
号
。
（
0
）
趙
軼
塵
「
教
師
的
生
活
問
題
」『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
四
号
。
（

）「
克
拍
屈
博
士
在
滬
講
演
録
」『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
五
号
、「
克
伯
屈
博
士
在
京
講
演
録
」『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
六
・
七
・
九
・
一
〇
号
、
と
も
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に
一
九
二
七
年
。
（

）
張
銘
鼎
「
社
会
主
義
与
教
育
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
六
号
、
一
九
二
八
年
。
（

）
李
宏
君
「
文
納
特
卡
制
的
大
要
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
七
号
、
一
九
二
八
年
。
（
4
）
舒
新
城
「
創
造
中
国
新
教
育
方
法
之
途
径
」『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
四
号
。
（
5
）
舒
新
城
「
免
費
問
題
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
六
号
。
（
6
）
周
谷
城
「
今
日
中
国
之
教
育
」『
教
育
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
一
一
号
、『
文
集
』
二
六
～
二
九
頁
。
（
7
）
周
「
教
育
新
論
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、『
文
集
』
三
二
頁
。
（
8
）
同
前
『
文
集
』
三
八
頁
。
た
だ
し
、
全
中
国
の
人
口
か
ら
見
た
学
生
数
の
比
率
は
高
す
ぎ
る
。
（
9
）
同
前
『
文
集
』
四
四
頁
。
（
40
）
同
前
『
文
集
』
四
五
頁
。
（
4
）
同
前
『
文
集
』
四
六
～
四
七
頁
。
（
4
）
周
「
教
育
界
之
党
派
観
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
七
号
、『
文
集
』
五
〇
頁
。
（
4
）
同
前
『
文
集
』
五
四
～
五
五
頁
。
（
44
）
周
「
教
育
与
占
有
欲
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
四
号
、『
文
集
』
六
二
頁
。
（
45
）
周
「
蘇
俄
最
近
之
工
芸
教
育
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
〇
巻
第
四
号
、『
文
集
』
七
五
頁
。
（
46
）
周
「
中
国
教
育
之
歴
史
的
使
命
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
二
号
、
一
九
二
九
年
、『
文
集
』
八
三
頁
。
（
47
）
周
「
国
家
建
設
中
之
教
育
改
造
」『
教
育
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
四
号
、『
文
集
』
九
六
～
九
七
頁
。
（
48
）
同
前
『
文
集
』
一
〇
〇
頁
、
で
も
「
経
費
を
徴
収
し
な
い
の
は
な
お
消
極
的
な
方
法
の
一
つ
」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。
（
49
）
同
前
『
文
集
』
九
〇
頁
。
周
は
こ
の
「
商
戦
は
学
戦
に
如
か
ず
」
と
い
う
言
葉
を
好
み
、『
中
国
社
会
史
論
』
の
中
で
も
用
い
て
い
る
（『
文
集
』
一
九
四
頁
）。
（
50
）
周
「
国
家
建
設
中
之
教
育
建
設
」『
文
集
』
九
四
頁
。
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（
5
）「
周
谷
城
年
譜
」『
文
集
』
四
四
四
頁
。『
周
谷
城
伝
』
三
〇
〇
頁
。
（
5
）
周
「
中
国
教
育
小
史
」『
文
集
』
一
〇
八
頁
。
（
5
）
周
「
官
場
似
的
教
育
界
」『
文
集
』
一
四
六
頁
、
一
四
八
頁
。
（
54
）『
周
谷
城
伝
』
三
〇
二
頁
。
（
55
）「
周
谷
城
自
略
」
前
掲
『
中
国
現
代
社
会
科
学
家
伝
略
』
第
一
輯
、
二
四
二
頁
。
（
56
）
周
「
新
時
代
的
知
識
分
子
」『
文
集
』
二
〇
一
頁
。
（
57
）
周
「
中
国
知
識
分
子
的
新
作
用
」『
文
集
』
二
一
一
～
二
一
二
頁
。
（
58
）
周
「
維
持
階
級
秩
序
之
工
具―
教
育
」『
文
集
』
二
二
九
頁
。
（
59
）
同
前
『
文
集
』
二
四
三
頁
。
（
60
）
同
前
『
文
集
』
二
四
七
頁
。
（
6
）
同
前
『
文
集
』
二
四
四
頁
、
二
四
九
頁
。
（
6
）
同
前
『
文
集
』
二
五
七
頁
。
（
6
）
周
「
世
界
現
勢
与
教
育
」『
文
集
』
二
七
六
～
二
七
七
頁
。
こ
れ
は
一
九
三
四
年
七
月
の
大
夏
大
学
で
の
講
演
で
あ
る
。
（
64
）「
周
谷
城
年
譜
」『
文
集
』
四
五
七
頁
。
（
65
）
周
「
考
察
史
学
教
育
報
告
」『
文
集
』
二
八
四
～
二
八
五
頁
。
（
66
）『
周
谷
城
伝
』
三
〇
九
頁
。
（
67
）
周
「
現
段
階
中
国
之
政
治
与
教
育
」『
文
集
』
二
九
三
頁
。
（
68
）
同
前
『
文
集
』
二
九
五
～
二
九
九
頁
。
（
69
）『
周
谷
城
教
育
実
践
』
一
九
五
頁
。
（
70
）
同
前
書
、
四
六
頁
。
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（
7
）
周
「
暑
期
学
習
会
的
意
義
」（
一
九
四
九
年
七
月
二
一
日
、
以
下
、
周
谷
城
が
発
表
し
た
日
時
を
参
考
の
た
め
表
示
す
る
）『
文
集
』
三
〇
五
頁
。
（
7
）
周
「
解
放
後
的
大
学
教
育
」（
一
九
五
〇
年
三
月
）『
文
集
』
三
一
〇
頁
。
（
7
）
周
「
上
海
大
学
的
進
歩
」（
一
九
五
〇
年
五
月
二
八
日
）『
文
集
』
三
一
九
頁
。
（
74
）
周
「
以
馬
列
主
義
観
点
進
行
史
学
研
究
工
作
」（
一
九
五
二
年
一
一
月
二
九
日
）『
文
集
』
三
三
一
頁
。
（
75
）
張
磊
主
編
『
中
国
民
主
党
派
叢
書
・
中
国
農
工
民
主
党
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
二
八
四
頁
。
な
お
中
国
農
工
民
主
党
は
、
一
九
四
七
年
二
月
三
日
の
「
中
国
農
工
民
主
党
第
四
次
全
国
幹
部
会
議
宣
言
」
で
「
本
党
創
立
の
初
め
、
そ
の
基
本
主
張
は
、
も
と
（
孫
）
中
山
先
生
の
革
命
精
神
に
始
ま
り
、
本
党
の
政
治
綱
領
の
中
で
、
鄧
演
達
先
生
は
社
会
を
吾
人
奮
闘
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
代
表
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
階
層
は
農
工
平
民
大
衆
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
同
書
、
五
七
二
頁
）。
ま
た
一
九
四
九
年
六
月
の
「
中
国
農
工
民
主
党
対
時
局
宣
言
」
で
は
「
耕
者
有
其
田
」
は
、
本
党
の
一
貫
し
た
主
張
と
し
て
い
る
（
同
書
、
五
九
三
頁
）。
（
76
）
周
「
発
展
学
術
的
大
好
時
代
」（
一
九
五
七
年
七
月
一
〇
日
）『
文
集
』
三
三
八
頁
。
（
77
）
周
「
史
学
如
何
為
現
実
服
務
」（
一
九
五
八
年
四
月
一
四
日
）『
文
集
』
三
三
九
頁
。
（
78
）
周
「
継
続
改
造
力
求
進
歩―
紀
念
上
海
解
放
十
周
年
」（
一
九
五
九
年
五
月
二
六
日
）『
文
集
』
三
五
〇
頁
。
（
79
）
周
「
教
授
的
光
栄
」（
一
九
五
九
年
九
月
二
七
日
）『
文
集
』
三
五
五
頁
。
（
80
）「
周
谷
城
年
譜
」『
文
集
』
四
八
四
頁
。
文
革
の
一
〇
年
間
、周
谷
城
本
人
だ
け
で
は
な
く
親
族
も
連
座
し
、老
母
は
死
に
娘
の
周
咏
林
も
迫
害
さ
れ
て
死
に
、
他
の
子
孫
は
東
北
や
西
北
に
送
ら
れ
て
「
再
教
育
」
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
（『
周
谷
城
伝
』
三
二
六
頁
）。
（
8
）『
周
谷
城
伝
』
二
四
七
頁
。
（
8
）
周
「
建
設
社
会
主
義
精
神
文
明
」（
一
九
八
二
年
一
一
月
）『
文
集
』
三
八
四
～
三
八
六
頁
。
（
8
）
周
「
仁
的
教
育
思
想
」（
一
九
八
〇
年
三
月
）『
文
集
』
三
六
八
頁
。
（
84
）『
周
谷
城
教
育
実
践
』
二
〇
頁
。
（
85
）『
周
谷
城
伝
』
一
五
二
頁
。
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（
86
）
同
前
書
、
一
四
三
頁
。
（
87
）
同
前
書
、
一
〇
九
頁
。
（
88
）
同
前
書
、
四
八
頁
。
（
89
）
周
「
毛
主
席
対
我
的
鼓
励
」（
一
九
八
一
年
六
月
二
九
日
）『
文
集
』
三
七
三
～
三
七
四
頁
。
（
90
）
周
「
継
往
開
来
的
史
学
工
作
」（
一
九
七
九
年
三
月
）『
文
集
』
三
六
二
頁
。
（
9
）
周
「
歴
史
与
愛
国
主
義
教
育
」（
一
九
八
三
年
一
一
月
）『
文
集
』
三
九
四
頁
。
（
9
）
周
「
五
四
精
神
与
中
国
現
代
化
」（
一
九
八
九
年
五
月
）『
文
集
』
四
二
八
～
四
二
九
頁
。
（
9
）
前
掲
『
中
国
農
工
民
主
党
』
三
四
二
～
三
四
三
頁
。
（
94
）
周
「
九
年
義
務
教
育
的
師
資
問
題
」（
一
九
八
六
年
一
月
二
六
日
）『
文
集
』
四
一
〇
頁
。
（
95
）
周
「
教
師
的
快
楽
是
無
窮
的
」（
一
九
八
六
年
三
月
二
日
）『
文
集
』
四
一
一
頁
。
（
96
）
周
「
略
談
教
育
与
経
済
的
関
係
」（
一
九
八
六
年
九
月
）『
文
集
』
四
一
五
頁
。
（
97
）
周
「
全
社
会
都
来
関
心
基
礎
教
育
改
革
問
題
」（
一
九
八
七
年
一
二
月
二
六
日
）『
文
集
』
四
一
九
頁
。
（
98
）
周
「『
晏
陽
初
文
集
』
序
言
」（
一
九
八
九
年
九
月
）『
文
集
』
四
三
一
頁
。
（
99
）一
九
八
四
年
よ
り
孔
子
の「
仁
」を
倫
理
道
徳
の
精
華
と
し
、そ
の
思
想
家
、政
治
家
、教
育
家
と
し
て
評
価
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
た
が（
河
田
悌
一『
定
点
観
測―
中
国
哲
学
思
想
界
の
動
向
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
、
七
〇
頁
）、
周
谷
城
は
一
九
二
〇
年
代
に
す
で
に
こ
う
し
た
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
